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「絞り込み連続検索の使い方」

特注版の１つに絞り込み検索の手順を自動化する「連続検索」という機能があります。

通常、絞り込み検索は各検索項目を１つ１つクリックし、数値を入力して、日付を選択、
そして実行という手順を踏みます。

検索する項目が１つであれば、毎日この手順をしてもあまり苦にならないと思います。

しかし、複数の検索を毎日する場合、例えば、株価指定・出来高水準・足取り・ＲＪ指
数など。これを毎回クリックし、実行するのはとても面倒な作業です。

この面倒な作業を一度設定さえすれば、あとはごく簡単に実行してくれる機能が「連続
検索」です。

この手順を毎日繰り返すのは面倒

どうやって使うのかというと、

１．毎日している手順を連続検索シートに登録する。
→ユーザー銘柄管理やＪＰシート、ＷＯＲＫシートを使うのと同じ感じです。

２．作った連続検索シートを実行する。
→ＪＰ法検索の何番から何番を実行するのと同じ事です。

もっと手順を省くなら、
３．毎日の株価データを受信し終わったら、勝手に連続検索をしてくれるという設定も

出来ます。

それでは、それぞれの手順をみていきましょう。

一方通行の上げ
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■１．毎日している手順を連続検索シートに登録する。

ここをクリックします。※特注版なので、別途購入が必要です。

下記の画面が表示されます。

この中から手順を選択、シートに登録していきます。
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６１．検索対象銘柄選択を見つけダブルクリックします。

下記の画面が左上に表示されます。

信用銘柄を選択し、「登録」をクリックします。
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下記の画面が表示されます。 「はい」をクリックします。

１番目に登録されました。

この画面は必要ないので、「閉じる」をクリックします。



- 5 -

次に、７０．買付金額をダブルクリックします。

下記の画面が左上に表示されます。

このように設定して、検索種別・日付の画面を出します。

※１０万円以下で買える株としました。
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日付を設定します。今回は、日足で常に直近とします。

検索条件の画面に戻し、「登録」をクリックします。

下記の画面が表示されます。 「はい」をクリックします。
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２番目に登録されました。

この画面は必要ないので、「閉じる」をクリックします。

次に３５．ハイローバンドをダブルクリックします。
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下記の画面が左上に表示されます。

このように設定して、検索種別・日付の画面を出します。

日付を設定します。今回は、日足で常に直近とします。
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検索条件の画面に戻し、「登録」をクリックします。

下記の画面が表示されます。 「はい」をクリックします。

３番目に登録されました。
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この画面は必要ないので、「閉じる」をクリックします。

同様に、２８．最大出来高も登録します。手順は、先と同様なのではぶきます。

こうなります。

登録した手順をシートに保存しますので、「書込」をクリックします。
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下記の画面が表示されます。 今回は、[1103]番シートに保存します。

※注意点
既に[1103]番シートが存在した場合、全て上書きされてしまいますので注意してくだ
さい。何番シートが空いているかは、「一覧」をクリックし確認する事が出来ます。

ここに[1103]と番号が表示されます。1103番に保存されました。

ここまでが、連続シート作成の手順です。
次にこの[1103]番を実行してみます。

■２．作った連続検索シートを実行する。

ここに[1103]と入力し、「実行」をクリックします。

あとは勝手に画面が遷移し、しばらくすると検索終了の音が流れます。
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終わったら、８０．検索結果からみてください。

■３．毎日の株価データを受信し終わったら、勝手に連続検索をする設定

これは、ソフト利用事例集 第２０９回に解説しました。
http://www.neuralnet.co.jp/howjp/index.html

株価受信変換の画面から「検索設定」をクリック

「保存して閉じる」をクリックします。

これで「受信」をクリックすると、毎日の株価データを取り込み後、そのまま続けて連
続検索シートが実行されます。


